
証券コード 7955

株 主 の 皆 さ ま へ

第71期
2023年4月1日から 2023年9月30日まで

第2四半期
報 告 書

〒116-8587 東京都荒川区西日暮里6-22-22



T o  O u r  S h a r e h o l d e r s

株主の皆さまへ

01 02

Cleanup Corporation T o  O u r  S h a r e h o l d e r s

株主の皆さまへ

03 04

Cleanup CorporationT o p i c s

主なトピックス

　当社グループが属する住宅設備機器業界では、新設住宅
着工戸数の推移を見ると、2022年5月以降、前年同月を割り
込む水準で、低調に推移しました。また、世界的な原材料／資
材の価格高騰の影響は、依然として当業界においても続いて
おり、先行き不透明な状況での推移となっております。
　こうした環境下、当第2四半期連結累計期間の連結業績に
つきましては、売上高は前年同期比3.6%増となりました。
　一方、利益面では、原材料やエネルギーの価格高騰などの
影響により売上原価が大幅に上昇したため、当社では2023
年6月より一部商品の価格改定を行いましたが、原価上昇分
を十分に吸収するまでには至りませんでした。その結果、営業
利益は前年同期比40．4%減となりました。
　こうした状況を受け、通期の連結業績見通しにつきまして、

増益見込みとしていた当初予想を下方修正させていただきま
した（2023年10月31日公表）。引き続き、主力商品を中心と
した需要喚起に注力するとともに、積極的な営業活動と更な
るコスト削減に努めてまいります。

　株主の皆さまへの配当につきましては、第2四半期末配当
は前年同期と同額の1株当たり13円にて実施させていただ
きました。また、期末配当は当社が日本初のシステムキッチン
発表から50周年、さらには2024年10月5日をもって、創業
75周年を迎えられることを株主の皆さまに感謝の意としまし
て、1株当たり5円の記念配当を実施し、合わせて18円、年間
配当は31円の計画としました。当社は、株主の皆さまへの利
益還元を重要な経営方針の一つと考えており、長期的な安定
と成長を実現することにより最大の利益をあげ、安定的な配

当を長期的に継続していくことを基本方針としております。今
後も引き続き、株主還元の充実に努めてまいります。

　今後も、不安定な国際情勢などによりグローバルなサプラ
イチェーンは少なからず影響を受け、原材料／資材やエネル
ギーの価格高騰などが当面の間、継続することが懸念されま
す。また、新設住宅着工戸数の低迷など当業界を取り巻く事
業環境も不透明感を拭えない状況にあります。
　このように、予断を許さない状況が続いておりますが、そう
した中、当社グループは、変化に対応した積極的な営業活動
に努めるとともに、「2021中期経営計画」（以下、「21中計」と
いう）の最終年度となる当期は総仕上げの取り組みを推し進
め、中長期的な企業価値向上を図ってまいります。

　「21中計」最終年度の取り組みにおいて、3つの戦略で着
実な成果を積み上げております。
　戦略1「既存事業の需要開拓、低収益からの転換」では、
2022年2月に行った「STEDIA（ステディア）」の大型モデル
チェンジに続き、2023年6月には最高級システムキッチン
「CENTRO（セントロ）」のモデルチェンジを行うなど、厨房部門
を中心とした既存事業の商品力強化を推し進め、収益に寄与
しました。
　戦略2「新規事業による新たな顧客の創造」においては、イ
タリアを代表する高級キッチンブランドと共同で進める
「Valcucine JP（バルクッチーネJP）」（日本限定）が、全国のクリナッ
プ営業所における一貫対応体制のもと、2023年より全国販
売を開始しました。また、老舗家具メーカーと連携した新生活
提案キッチン「HIROMA（ヒロマ）」では、伊勢丹新宿店での出

家族の笑顔を創ります

企業理念

私たちは、自らの家族に誇れる企業を創ります

私たちは、公正で誠実な企業活動を貫きます

私たちは、心豊かな食・住文化を創ります

行動理念

展（2023年8月）を行うなど、一般生活者への露出度をさら
に高めています。さらに、海外事業では、2022年10月より現
地生産を開始したタイモデル（タイの生活様式に合わせたシ
ステムキッチン）が多くの支持を集めております。
　戦略3「ESG／SDGs視点での経営基盤の強化」において
は、重要課題（マテリアリティ）に対応した重点的な取り組みを
推し進めていくことを基本に、サステナビリティ経営に注力し
ております。中でも、長期ビジョン「CSV30」の実現に向けて
2023年2月より新たに始動した「未来キッチンプロジェクト」
は、事業活動とサステナビリティへの取り組みを一体的に推
し進め、次期中計、そしてその次の中計へと繋いでいく、まさ
に“未来創造型”の取り組みです。順次、成果や進捗をご報告
してまいります。

　1973年に当社が日本で初めてシステムキッチンを発表し
てから50年が経過しました。この半世紀の間、当社がつくっ
てきたものは、ただ調理をするための設備ではなく、“幸せな
記憶が積み重なる特別な場所”であったと自負しておりま
す。これからもこの姿勢に変わりはありません。システムキッ
チンのパイオニアとしての誇りを胸に、企業理念「家族の笑
顔を創ります」のもと、長期ビジョン「CSV30」である「人と暮
らしの未来を拓く」の実現に邁進してまいります。
　株主の皆さまには、引き続き変わらぬご理解、ご支援を賜
りますようお願い申し上げます。

竹内　宏

代 表 取 締 役
社 長 執 行 役 員

井上 強一
代表取締役会長
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クリナップ サステナブルビジョン 2030（CSV30）

人と暮らしの未来を拓く
私たちクリナップは、システムキッチンのパイオニアとして、新たな食住
空間の可能性を広げ、創造し、世界中のすべての家族から選ばれ続け
る企業となります。

クリナップグループの強みを発揮し、
「持続的な成長」を実現します

ESG／SDGs視点での経営基盤の強化
持続可能な社会の実現に向けて、事業を通じ重要課題（ESG課題）の
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商品関連

６月モデルチェンジ

新作ワークトップ「バイブレーションダーク」が
2023年度グッドデザイン賞を受賞

CENTRO

本年6月モデルチェンジのフラッグシップ商品であるステンレスシステム
キッチン『CENTRO』にラインナップしたステンレスワークトップ「バイブレー
ションダーク」が、2023年度グッドデザイン賞を受賞しました。
さらに、審査員一人ひとりが特に注目した1品を選ぶ「私の選んだ一品」にも
選出されました。

ブランドサイトは
こちら＞＞

ステンレスカウンターは使う上でとても安心感があるが、リビングに面した場合に少々浮いてしまう。この製品は、繊細なバイブレーション模様と落
ち着いた色が印象的。ステンレスカウンターでここまで高級感を出したものは初めてではないか。意匠性と共に耐久性と汚れに強いコーティング技術
で、サスティナブル素材であるステンレスの価値を上げている点も良い。

評価コメント【私の選んだ一品】　審査委員：橋田 規子／プロダクトデザイナー

【環境配慮】
水や熱、サビに強く、キッチンに最適な素
材として長年使用されてきたステンレスは、
リサイクル率80％以上とされるサステナブ
ルな素材。ワークトップ素材として、そのス
テンレスの価値をさらに高めた提案。

【意匠性】
バイブレーション研磨したステンレスの
質感を残したままダーク色に発色し、イン
テリアに調和する仕上げを実現。ステンレ
スでありながら幅広いインテリアに調和す
る提案が可能。

【機能性】
クリナップ独自のコーティングである「美コート」は、高
い耐久性と汚れに強い親水性をもつナノレベルの厚みの
セラミック系特殊コーティング。今回、その「美コート」を発
色する技術を開発し、高い意匠性を持つ高機能なステン
レスワークトップを実現。

「バイブレーションダーク」の特長

2023/6～
受注開始

新作ワークトップ
「バイブレーションダーク」

【下記展示会にて部分サンプルを展示】
■ グッドデザイン賞受賞展（終了）
　 「GOOD DESIGN EXHIBITION 2023」
・期間：2023年10月25日～29日
・場所：東京ミッドタウン（東京都港区赤坂9-7-1）

■ 企画展「私の選んだ一品」
・期間：2023年11月8日～30日
・場所：GOOD DESIGN MARUNOUCHI
　　　  （東京都千代田区丸の内3-4-1新国際ビル1階）
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顧客接点の多様化、デジタル化に対応し、より身近で選ばれ続ける存
在になっている
人財を活性化し、能力を最大限発揮できる職場づくりを実現できている
持続可能な社会の実現に貢献できる会社になっている

事業領域の
拡大

成長のための
経営基盤強化

既存事業の
収益力向上1 2 3

長期ビジョン「CSV30」の実現に向けて

CSV30実現に向け、現在第1フェーズの中計を推進中

1,310

21中計
最終年度目標

（億円）
売上高 経常利益
経常利益率

2020年度
（実績）

2021年度
（実績）

2022年度
（実績）

2023年度
（目標）

長期ビジョン
（2030年度目標）

連結売上高
1,500億円1,240

1,133
1,041

50
3542

27

2.9%
3.8%

2.6%
3.8%

持続的な成長への
戦略投資

重点施策の実施21
中計

ファン化促進、
専業力強化

24
中計

27
中計

ROE
(自己資本当期純利益率)

8.5%

連結営業利益
95億円

※ ROE： 自己資本当期純利益率
※ 「収益認識に関する会計基準」の導入により変動対価として扱うこととなった売上割引の影響を補正するため、21
中計期間の利益目標を営業利益から経常利益へ変更しています。5.9％4.6％5.9％3.4％ROE

商品関連

６月モデルチェンジ

新作ワークトップ「バイブレーションダーク」が
2023年度グッドデザイン賞を受賞

CENTRO

本年6月モデルチェンジのフラッグシップ商品であるステンレスシステム
キッチン『CENTRO』にラインナップしたステンレスワークトップ「バイブレー
ションダーク」が、2023年度グッドデザイン賞を受賞しました。
さらに、審査員一人ひとりが特に注目した1品を選ぶ「私の選んだ一品」にも
選出されました。

ブランドサイトは
こちら＞＞

ステンレスカウンターは使う上でとても安心感があるが、リビングに面した場合に少々浮いてしまう。この製品は、繊細なバイブレーション模様と落
ち着いた色が印象的。ステンレスカウンターでここまで高級感を出したものは初めてではないか。意匠性と共に耐久性と汚れに強いコーティング技術
で、サスティナブル素材であるステンレスの価値を上げている点も良い。

評価コメント【私の選んだ一品】　審査委員：橋田 規子／プロダクトデザイナー

【環境配慮】
水や熱、サビに強く、キッチンに最適な素

材として長年使用されてきたステンレスは、
リサイクル率80％以上とされるサステナブ
ルな素材。ワークトップ素材として、そのス
テンレスの価値をさらに高めた提案。

【意匠性】
バイブレーション研磨したステンレスの
質感を残したままダーク色に発色し、イン
テリアに調和する仕上げを実現。ステンレ
スでありながら幅広いインテリアに調和す
る提案が可能。

【機能性】
クリナップ独自のコーティングである「美コート」は、高
い耐久性と汚れに強い親水性をもつナノレベルの厚みの
セラミック系特殊コーティング。今回、その「美コート」を発
色する技術を開発し、高い意匠性を持つ高機能なステン
レスワークトップを実現。

「バイブレーションダーク」の特長

2023/6～
受注開始

新作ワークトップ
「バイブレーションダーク」

【下記展示会にて部分サンプルを展示】
■ グッドデザイン賞受賞展（終了）
　 「GOOD DESIGN EXHIBITION 2023」
・期間：2023年10月25日～29日
・場所：東京ミッドタウン（東京都港区赤坂9-7-1）

■ 企画展「私の選んだ一品」
・期間：2023年11月8日～30日
・場所：GOOD DESIGN MARUNOUCHI
　　　  （東京都千代田区丸の内3-4-1新国際ビル1階）
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新規事業／海外事業関連 ESG経営／SDGsへの取り組み

ブランドサイトは
こちら＞＞

富裕層向け高級キッチン事業が新フェーズへ
全国販売を開始し、全国営業体制も整備

Valcucine
JP

持続可能な成長に向けた取り組み
「サステナビリティレポート2023」を公開

イタリアを代表する高級キッチンブラ
ンドの日本限定国産モデル「Valcucine 
JP」の全国販売を開始しました。これまで
は直需ルートにて限定販売でしたが、こ
の度の全国販売に伴い、全国のクリナッ
プ営業所にてプランニング、販売、取付・
設置、アフターサービスと、海外ブランド
品でありながらも素早く細やかに一貫し
て対応できる体制を整えました。

創業70周年を迎えた2019年度から、ESG経営の観点より当社の取り組みを紹介する「サステナビリ
ティレポート」を公開しております。
この度の「サステナビリティレポート2023」では、「クリナップサステナブルビジョン2030」の実現に
向けた取り組みの進捗をはじめ、CSR方針を見直し新たに策定した「サステナビリティ方針」、また、サス
テナビリティ活動の更なる推進を目指し、2023年に策定した「クリナップグループ環境ビジョン2050」
「クリナップグループ人権方針」を掲載しております。
クリナップグループは、企業理念「家族の笑顔を創ります」を事業活動の中で具現化す
ることで、「社会の笑顔」を創ることに繋げ、持続可能な社会の実現に貢献していきます。

CMでも好評の新しい概念のキッチン
「HIROMA」展開強化HIROMA

2020年10月より全国展開を開始し、公式ECサイトからも購入
可能なキッチンテーブル「HIROMA」は、2023年2月から始まった
当社コーポレートCM『いつかキッチンを選ぶ日に。』篇にも登場し、
多くのお問い合わせをいただいております。展示会においてもCM
に登場した「スタンダードタイプ」を展示し、注目を集めております。

海外事業の拡大に向けた取り組み
システムキッチン
モデルチェンジ

海外事業

タイのNational Furniture社との業務提携によりシステム
キッチン「R＆C」を2023年10月にモデルチェンジしました。また、
バンコクの展示会では、日本から輸出した「CENTRO」、「STEDIA」
の展示と共に、来場されたお客様や現地メディアの注目を集めま
した。

子どもたちと一緒に未来を考える
未来キッチン イラストコンテスト

本年2月に発表した「未来キッ
チンプロジェクト」の一環として、
「未来キッチン イラストコンテス
ト」を開催し、全国の小学生から、
3003通のご応募をいただきま
した。
本コンテストは子どもたちと一
緒に自由な発想やSDGsの視点
で未来のキッチンを創造したいと
いう想いから生まれました。今後
は受賞作品の発表と試作モデル
の制作を予定しております。

地域社会を担う若手人材の育成
11年間で累計奨学生460名

2012年設立の「クリナップ財団」は、福島県の復興支援および
地域社会を担う若手人材の育成を継続的に実施しております。
2023年度は50名に奨学金を給付しました。

「リフォーム産業フェア2023」
『HIROMA』スタンダードタイプ

「ISETAN HOME DÉCOR 2023」
伊勢丹新宿店展示風景

ステンレスキャビネットを使用し、現地の生活
様式に合わせて開発した、現地生産モデル 7月5日に奨学生50名のうち21名が在籍する福島工業高等専門学校にて授与式

「バーン・レ・スワン2023」
バンコクでの展示ブース

ESG活動

公益財団法人
クリナップ財団

未来キッチン
プロジェクト

応募期間：2023年6月1日（木）～10月15日（日）
結果発表：2023年12月予定
応募内容：あったらいいなと思うキッチンのイラスト／イラストの解説文

●Valcucine社デザイン監修の日本限定
ブランド

●当社工場でのライセンス生産

従来は直需ルートにて限定販売

2023年7月より、全国販売開始

全国のクリナップ営業所にて、一貫対応体制を整備

Valcucine JP展示ブースを設置
●東京 　●大阪 　●名古屋 　●札幌 　●神戸 　●福岡

プランニング 販売 取付
設置

アフター
サービス
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連結財務ハイライト 第71期第2四半期連結累計期間の営業概況

市場環境

厨房部門の主な商品

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、コ
ロナ禍の行動制限が解除され、社会経済活動の本格的
な正常化に向けた動きが進みました。一方、不安定な国
際情勢、円安に起因するエネルギーや原材料／資材の
価格高騰は依然として続いており、未だ先行き不透明な

状況で推移しました。
住宅設備機器業界におきましては、物価上昇や雇用
／所得環境の変化による住宅マインドの低下が影響し、
新設住宅着工戸数における持家の前年割れが継続しま
した。

浴槽・洗面部門の主な商品

（百万円）

高級クラスのシステムキッチン「CENTRO（セントロ）」、中・高級クラスの
「STEDIA（ステディア）」、普及クラスの「ラクエラ」、マンション向けシステムキッ
チン、セクショナルキッチン等で構成されております。

中・高級クラスのシステムバスルーム「アクリアバス」、普及クラスの「ユアシス」
等の浴槽関連商品と、洗面化粧台等で構成されております。

業績・成果
このような中、当社グループは、2021中期経営計画

（2021-2023年度）の最終年にあたり、「持続的な成長」
に向けた企業価値向上に努めてまいりました。また、依然
として継続する原材料／資材の価格高騰に対応するた
め、2023年6月より一部商品の価格改定を行いました。
商品面では、当社が日本で初めてシステムキッチンを
発表して50周年となる本年、フラッグシップ商品である
ステンレスシステムキッチン「CENTRO（セントロ）」を
2023年6月にモデルチェンジしました。
販売面では、直需部門にて限定販売していたイタリア

を代表する高級キッチンブランド「Valcucine」の日本限
定国産モデル「Valcucine JP」を全国で販売開始しまし
た。また、大切な顧客接点であるショールームでの価値
提供強化を図るため、自宅などから直接相談できる「オ
ンライン相談」やショールーム見学が疑似体験できる「オ
ンラインショールーム」などのWEBコンテンツの提供に
継続して取り組んでまいりました。また、「未来キッチンプ
ロジェクト」の一環として、当社の会員制リフォームネット

ワーク「水まわり工房」では「キッチンキャビリサイクルプ
ログラム」を推進しております。これは長期ビジョン「クリ
ナップサステナブルビジョン2030」の実現、そして環境
負荷軽減を目的としたステンレスキャビネットキッチンへ
の買換を支援するプログラムとなります。
生産面では、東西の生産拠点での生産性向上、VE活
動※を推進し、原価低減に努めてまいりました。
当第2四半期連結累計期間の売上高を部門別にみま

すと、厨房部門は前年同期比6.0%増の519億82百万
円、浴槽・洗面部門は前年同期比3.7%減の77億96百
万円となりました。
以上の結果、当第2四半期連結累計期間の売上高は、
前年同期比3.6%増の635億35百万円となりました。利
益面では、原材料やエネルギーの価格高騰などの影響に
より売上原価が大幅に上昇し、営業利益は同40.4%減
の10億47百万円、経常利益は同34.6%減の13億29
百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は同
43.4%減の7億55百万円となりました。

※VE活動： VE（Value Engineering）は、商品・サービスの期待される機能・価格を最低コストで確実に達成するための技術であり、VE活動は生産の現場における
VE実現に向けた取り組み。

売上高

営業利益

経常利益

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

総資産

純資産

厨房部門

浴槽・洗面部門

その他

合計

部門別売上高 （連結）

2024年3月期2Q累計
第71期2Q累計

100,818

15,251

7,942

124,012

第71期
2Q累計

浴槽・洗面部門
7,796百万円

12.3%

その他
3,757百万円

5.9%

厨房部門
51,982百万円
81.8%

（百万円）

124,012

3,014

3,562

2,523

87,938

55,857

2023年3月期
第70期

61,310

1,757

2,032

1,334

87,713

55,517

2023年3月期2Q累計
第70期2Q累計

49,053

8,092

4,165

61,310

51,982

7,796

3,757

63,535

63,535

1,047

1,329

755

90,465

56,521

2024年3月期2Q累計
第71期2Q累計

2023年3月期
第70期

2023年3月期2Q累計
第70期2Q累計
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固定資産　固定資産は前期末比16億50
百万円増加し、328億2百万円となりました。
これは有形固定資産が6億47百万円、無形
固定資産が4億98百万円、投資その他の資
産が5億4百万円増加したことによります。

資産合計　総資産は前期末比25億26百
万円増加し、904億65百万円となりました。

流動負債　流動負債は前期末比23億57百
万円増加し、287億44百万円となりました。
これは電子記録債務が8億79百万円、短期
借入金が16億65百万円増加した一方、買掛
金が5億50百万円減少したこと等によります。

固定負債　固定負債は前期末比4億94百
万円減少し、51億99百万円となりました。
これは長期借入金が5億4百万円減少した
こと等によります。

（百万円）

※ 有利子負債は短期借入金、1年内返済予定の長期借入金、
 長期借入金の合計。

流動資産　流動資産は前期末比8億75百
万円増加し、576億62百万円となりました。
これは受取手形、売掛金及び契約資産が6
億23百万円、電子記録債権が15億72百万
円、商品及び製品が4億24百万円増加した
一方、設備投資等により現金及び預金が18
億61百万円減少したこと等によります。

純資産合計　純資産合計は前期末比6億
64百万円増加し、565億21百万円となりま
した。これは親会社株主に帰属する四半期
純利益が7億55百万円、配当金の支払が4
億79百万円、その他有価証券評価差額金
の増加が3億32百万円あったこと等により
ます。この結果、自己資本比率は、前期末の
63.5％から62.5％になりました。

（資産の部）
流動資産
　現金及び預金
　受取手形、売掛金及び契約資産
　電子記録債権
　その他
固定資産
　有形固定資産
　　建物及び構築物
　　その他
　無形固定資産
　投資その他の資産
　　投資有価証券
　　退職給付に係る資産
　　その他
　　貸倒引当金

資産合計

（負債の部）  
流動負債
　買掛金
　電子記録債務
　短期借入金
　その他
固定負債
　長期借入金
　役員退職慰労引当金
　その他
負債合計
（純資産の部）
株主資本
　資本金
　資本剰余金
　利益剰余金
　自己株式
その他の包括利益累計額
　その他有価証券評価差額金
　為替換算調整勘定
　退職給付に係る調整累計額
純資産合計
負債純資産合計

2023年9月30日現在
第71期2Q

△

2022年9月30日現在
第70期2Q

56,693
19,859
16,759
14,295

5,779
31,019
19,904

7,036
12,867

3,465
7,650
4,585

384
2,797

116

87,713

2023年3月31日現在

第70期

△

△

28,216
8,069
8,086
3,332
8,728
3,979

—
416

3,563
32,196

53,988
13,267
12,351
28,789

419
1,529
1,421

219
112

55,517
87,713

△

△

△

△

28,744
7,475
8,970
3,009
9,289
5,199
1,177

416
3,605

33,943

54,973
13,267
12,351
29,774

419
1,547
1,905

199
556

56,521
90,465

△△

57,662
19,672
16,079
16,091

5,819
32,802
20,738

6,850
13,888

4,669
7,394
4,700

—
2,810

115

90,465

56,787
21,534
15,455
14,519

5,278
31,151
20,091

6,907
13,183

4,170
6,890
4,210

—
2,796

116

87,938

26,387
8,025
8,090
1,344
8,927
5,693
1,682

416
3,594

32,081

54,698
13,267
12,351
29,499

419
1,159
1,572

152
565

55,857
87,938

2023年9月30日現在
第71期2Q

2022年9月30日現在
第70期2Q

2023年3月31日現在

第70期

資産合計 固定資産 固定比率 有利子負債 純資産合計 自己資本比率

100,000 -

80,000 -

60,000 -

40,000 -

20,000 -

0 -

（百万円）
40,000 -

30,000 -

20,000 -

10,000 -

0 -

（百万円）
80 -

60 -

40 -

20 -

0 -

（％） （百万円）
60,000 -

40,000 -

20,000 -

0 -

（百万円）
80 -

60 -

40 -

20 -

0 -

（％）
5,000 -

4,000 -

3,000 -

2,000 -

1,000 -

0 -

85,289
31,053

第70期

56.8
32,802

第71期
（2Q）

第71期
（2Q）

第70期 第71期
（2Q）

58.0

第70期

87,938
31,151

55.8

第69期 第69期 第69期 第69期

64.1
54,636

3,829

56,521

第70期 第71期
（2Q）

第71期
（2Q）

第70期 第71期
（2Q）

第69期 第69期第70期

3,026

4,186
55,857

63.5 62.5
90,465
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連結キャッシュ・フロー計算書の要旨

Cleanup Corporation

売上高　フラッグシップ商品であるステンレ
スシステムキッチン「CENTRO（セントロ）」
を2023年6月にモデルチェンジしたこと等
により売上高は前年同期比3.6%増の635
億35百万円となりました。

販管費　物流費、一般管理費の増加により
販管費は前年同期比11億91百万円増加し
ました。また、販管費率は同0.8ポイント上昇
し30.4%となりました。

営業活動によるキャッシュ・フロー
営業活動の結果得られた資金は17百万円
（前年同期比97.7％減）となりました。これは
税金等調整前四半期純利益が12億97百万
円、減価償却費が18億17百万円、仕入債務
の増加が3億29百万円あった一方、売上債
権の増加が22億35百万円、棚卸資産の増
加が9億39百万円、法人税等の支払が6億
30百万円あったこと等によるものです。

投資活動によるキャッシュ・フロー
投資活動の結果使用した資金は24億58百
万円（前年同期比74.8％増）となりました。こ
れは生産設備の改修、ショールーム移転・改
装等により有形固定資産の取得による支出
が14億37百万円、情報システム構築に伴う
無形固定資産の取得による支出が10億16
百万円あったこと等によるものです。

財務活動によるキャッシュ・フロー
財務活動の結果得られた資金は5億33百万
円（前年同期は11億3百万円の使用）となり
ました。これは長期借入金の返済による支出
が8億39百万円、配当金の支払が4億79百
万円あった一方、短期借入金の純増が20億
円あったこと等によるものです。

現金及び現金同等物の四半期末残高
現金及び現金同等物の四半期末残高は前
期末比18億61百万円（8.4％）減少し、201
億72百万円となりました。

（百万円）（百万円）

売上原価　原材料やエネルギーの価格高
騰などの影響により、売上原価率が前年同
期比0.3ポイント上昇し67.9%となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益 
親会社株主に帰属する四半期純利益は前
年同期比43.4％減の7億55百万円となり
ました。

連結損益計算書及び連結包括利益計算書の要旨

営業利益　原材料やエネルギーの価格高
騰などの影響により売上原価が大幅に上昇
し、営業利益は前年同期比40.4％減の10
億47百万円となりました。

第70期
（2Q）

第70期
（2Q）

第70期
（2Q）

売上高 営業利益・営業利益率 現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー

120,000 -

80,000 -

40,000 -

0 -

（百万円） （百万円）
4,000 -

3,000 -

2,000 -

1,000 -

0-

4,000 -

3,000 -

1,000 -

2,000 -

0 -

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円）（％）
- 8.0

- 6.0

- 2.0

- 4.0

- 0

（％）
- 4.0

- 3.0

- 2.0

- 1.0

- 0

0 -

△1,000 -

△2,000 -

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益・
親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益率

22,034 4,303

△2,285

2,523

第70期

17

2,000 -

0 -

30,000 -

20,000 -

10,000 -

0 -

2.02.4

△3,000 -

124,012

第70期

3,014

6,000 -

4,000 -

第71期
（2Q）

第70期第71期
（2Q）

第70期第71期
（2Q）

20,172

第71期
（2Q）

第70期第71期
（2Q）

第70期第71期
（2Q）

△2,458

1.2

755
1,047

1.6

63,535
2.2

1,334
1,757

2.9

61,310

763

20,359

第70期
（2Q）

第70期
（2Q）

第70期
（2Q）

△1,406

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（連結損益計算書）
売上高
売上原価
　売上総利益
販売費及び一般管理費
　営業利益
営業外収益
営業外費用
　経常利益
特別利益
特別損失
税金等調整前四半期（当期）純利益
法人税等
四半期（当期）純利益
親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益
（連結包括利益計算書）
四半期（当期）純利益
その他の包括利益
四半期包括利益（包括利益）

2023年4月  1日～
2023年9月30日

第71期2Q累計
2022年4月  1日～
2022年9月30日

第70期2Q累計
2022年4月  1日～
2023年3月31日

第70期

763

1,406

1,103

120

1,627

21,986

20,359

△

△

△

△

△

△

△

17 

2,458

533

45

1,861

22,034

20,172

4,303

2,285

2,025

54

47

21,986

22,034

△

124,012

84,426

39,585

36,571

3,014

616

68

3,562

223

96

3,689

1,165

2,523

2,523

2,523

342

2,180

61,310

41,416

19,893

18,136

1,757

335

60

2,032

0

26

2,006

672

1,334

1,334

1,334

26

1,361

63,535

43,161

20,374

19,327

1,047

327

44

1,329

－
32

1,297

542

755

755

755

388

1,143

2023年4月  1日～
2023年9月30日

第71期2Q累計
2022年4月  1日～
2022年9月30日

第70期2Q累計
2022年4月  1日～
2023年3月31日

第70期
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剰余金の配当について

Cleanup Corporation

　当社は、株主の皆さまに対する利益還元を重要な経営方針の
一つとして考えており、配当につきましては、長期的な安定と成長
を実現することにより最大の利益をあげ、安定的な配当を長期的
に継続していくことを基本方針としております。
　以上の方針に基づき、中間配当金は、1株当たり13円とさせて
いただきました。また、当社は本年、日本初のシステムキッチン発

表から50周年、さらには2024年10月５日をもって創業75周年
を迎えます。つきましては、株主の皆さまへの感謝の意を表すため、
当期の期末配当において、１株当たり５円の記念配当を実施する
ことといたしました。当期の年間配当金は、中間配当を含め1株当
たり31円を予定しております。

C o r p o r a t e  D a t a  /  S h a r e h o l d e r s  I n f o r m a t i o n

会社情報（2023年9月30日現在）／株主メモ

第69期

1,514.13

1株当たり純利益 1株当たり純資産 1株当たり配当金

2,000.00 -

1,500.00 -

1,000.00 -

500.00 -

0 -

（円）（円）
40.00 -

30.00 -

20.00 -

10.00 -

0 -

（円） 中間 記念配当期末

第69期 第70期 第71期第70期

68.41
1,532.13

第71期
（2Q）

100 -

80 -

60 -

40 -

20 -

0 -
第70期第69期 第71期

（2Q）

1,481.01

23.00

13.0013.00

10.0010.00

85.55

26.00

13.00

13.00

31.00（予）

株式会社井上
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
クリナップ真栄会
クリナップ共進会
株式会社タカヤス
クリナップ社員持株会
株式会社三菱UFJ銀行
株式会社日本カストディ銀行(信託口) 
三菱UFJ信託銀行株式会社
株式会社ミツウロコグループホールディングス

大株主

持株数（千株）株主名 持株比率（％）

23.3

7.1

6.1

6.0

4.9

4.7

2.0

1.9

1.8

1.6

8,609

2,621

2,285

2,200

1,829

1,744

757

710

693

597

株式の状況

発行可能株式総数 .................................................... 130,000,000 株
発行済株式総数 ..........................................................  37,442,374 株
株主数 ...................................................................................... 9,635 名

個人・その他
12,606,637株

33.67%

その他の法人
13,545,921株
36.18%

金融機関
6,755,560株

18.05%

外国法人等
3,393,899株

9.06%

自己名義株式
551,404株
1.47%

金融商品取引業者
588,953株
1.57%

（注） 持株比率は、自己株式（551,404株）を控除して計算しております。

所有者別
分布状況

会社概要

商 号

本社所在地

創 業
会 社 設 立
上 場

資 本 金
主要営業品目
社 員 数
主な事業所

株主メモ

事 業 年 度

期 末 配 当 金
受領株主確定日

中 間 配 当 金
受領株主確定日

定 時 株 主 総 会

上場証券取引所

公 告 方 法

単 元 株 式 数

4月1日～翌年3月31日

3月31日

9月30日

毎年6月

東京証券取引所 プライム市場

電子公告により、下記当社ホームページに掲
載いたします。なお、やむを得ない事由により
電子公告によることができない場合は、日本経
済新聞に掲載いたします。
電子公告掲載 URL  https://cleanup.jp/

100株

【株式に関するお手続きについて】
■ 証券会社等の口座に記録された株式
株主様の住所変更、買取・買増請求その他各種お手続きにつきまし
ては、口座を開設されている証券会社等(口座管理機関)にお問合せ
ください。

■ 特別口座に記録された株式
特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、
三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、三菱UFJ
信託銀行証券代行部までお問合せください。

■ 未受領の配当金
未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行証券代行部ま
でお問合せください。

【株主名簿管理人/特別口座の口座管理機関】
三菱UFJ信託銀行株式会社

【同連絡先】
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
電　話 ： 0120-232-711（通話料無料）
郵送先 ： 〒137-8081
  新東京郵便局私書箱第29号
 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

※

※

井 上 強 一

竹 内 　 宏

山 田 雅 二

川 田 和 弘

井 上 泰 延

常勤監査役

常勤監査役

監 査 役

監 査 役

山 根 康 正

島 崎 憲 夫

新 谷 謙 一

高 品 　 彰

取 締 役

取 締 役

川 﨑 　 享

千代田有子

※

※ ※は社外

役員

代表取締役会長

代 表 取 締 役
社長執行役員
取 締 役
専務執行役員
取 締 役
専務執行役員
取 締 役
専務執行役員

クリナップ株式会社
Cleanup Corporation
〒116-8587
東京都荒川区西日暮里6丁目22番22号
1949年10月5日
1954年10月5日
東京証券取引所 プライム市場
（証券コード ： 7955）
132億6,734万円
厨房機器、浴槽機器、洗面機器、その他
連結 ： 3,511名／単体 ： 2,976名
支　社 ： 国内3ヶ所
支　店 ： 国内5ヶ所
営業所 ： 国内128ヶ所（出張所含む）
海　外 ： 台湾、上海
工　場 ： 四倉、鹿島システム、湯本、クレート、鹿島
  （いずれも福島県いわき市）
  岡山（岡山県勝田郡勝央町）
  津山（岡山県津山市）

13.00

13.00（予）

5.00（予）

20.47


